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１．はじめに  

我が国の河川は洪水時には流速が早く，また上流か

ら大量の浮遊物が流れてくることが多い．このため洪

水時の流量観測においては，安全性，確実性の面から

浮子測法が用いられてきた．浮子測法は昭和 30 年代か

ら 50 年以上にわたって用いられており，技術の向上と

水文データの蓄積がなされてきた．一方で近年 ADCP，

電波流速計などの新技術が開発されるとともに，ADCP

については周辺機器，リバーボートなどの開発も進み

1)，これらの新技術を用いた流量観測手法が実用に資す

るレベルに達してきてもいる．著者らは，これらの新

技術を用いた無人連続流量観測システムの開発・普及

に取り組んでいる 2)． 

高水時の流量観測について，従来の浮子法から新技

術を用いた観測手法に切り替えるに際し，新旧それぞ

れの技術における観測データ精度の連続性が重要であ

る．そのため新旧各手法による観測データの比較・検

証を行う．流量に関する比較・検証としては原田ら 3)

の例があるが，従来の浮子法と，新技術である ADCP，

電波流速計ともに，本質的には流速を測っている．こ

こで得られる流速を断面平均流速に変換し，それに断

面積を乗じて流量を求めるが，流速よりも断面積の影

響が大きいと考えられる．そのため新旧手法の観測精

度について調べる際には，始めに流速に関しての比

較・検証を実施する必要がある． 

２．研究内容  

 本研究では，（独）土木研究所寒地土木研究所 4)が十

勝川千代田実験水路において同時並行的に行った浮子，

ADCP，電波流速計それぞれによる観測データを基に，

従来法である浮子法と新技術である ADCP，電波流速計

それぞれによる流速値に関する比較・検証を実施した．

ADCP に関しては横断観測が実施された．千代田実験水

路における観測は 2007年～2010年にかけて計 8 ケース

実施されている．基本的には，浮子の流下速度と，当

該浮子流下測線上における ADCP，電波流速計の観測デ

ータについての比較・検証をそれぞれ実施した．なお

ADCP 横断観測，電波流速計による観測は，全て浮子計

測区間内の断面で実施された．また浮子は全て概ね真

っ直ぐ流下したことが確認されている． 

２－１．浮子と ADCP の比較 

浮子の流下速度と，当該浮子流下測線に対応する

ADCP アンサンブルデータを比較する．浮子観測の前後

5 分以内に ADCP 横断観測が実施されていない場合に

ついてはデータの比較は行わなかった．ADCP は河道断

面内の流速分布を 3 次元的に測定できる機器であるが，

上層・下層においてデータの不感帯が生じる．この不

感帯については，ADCP による実測データを用いてデー

タの外挿が行われる．上層不感帯については，①流速

実測値について対数則あるいはベキ乗則の近似式を当

てはめ，それらにより外挿する手法，②計測している

表層 3 層のデータから近似直線式を求め，それにより

外挿する手法，③計測している表層第一層のデータを

一様に外挿する手法などが一般的なようである．著者

ら 5)はこれらの手法による外挿データを平均する手法

を提案し，この手法による外挿を水面表まで伸ばして

得られた値が，実際の表面流速を精度良く表している

ことを示した．本研究ではこの外挿法を用い，浮子流

下速度と，浮子測線上に当該するアンサンブルにおけ

る ADCP 観測データの浮子吃水範囲の平均流速を比較

する．ただし，当該アンサンブルにおいて ADCP 実測

データ数が上層不感帯の外挿データ数より少ない場合

にはデータを棄却し，浮子との比較を実施しなかった． 

２－２．浮子と電波流速計の比較 

電波流速計はドップラー効果を利用して流れ表面に

おける位相の移動速度を測る機器である．これにより

得られる流速が表面流速であると一般的に認められて
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いる．電波流速計により得られる表面流速と，電波流

速計で測定している横断位置を通過する浮子の流下速

度を比較する．各観測において電波流速計は水路の横

断中心における流速を測定するように設置されている．

電波流速計測定横断位置を通過する浮子がない観測に

ついては，電波流速計測定位置の両隣に設定された浮

子測線上の浮子流下速度を平均し，電波流速計データ

との比較を実施した． 

３．結果と考察 

３－１．浮子と ADCP の比較結果 

浮子流下速度と ADCP による浮子吃水範囲の平均流

速の比較結果を図-1 に示す．両データの相関係数は

0.77 を示し，概ね精度が一致していると言える．一部

に多少のばらつきが見られるが，浮子観測と ADCP 横

断観測の実施時間が厳密に一致していない等の理由が

考えられる． 

３－２．浮子と電波流速計の比較結果 

 浮子流下速度と電波流速計による流速データの比較

結果を図-2に示す．両データの相関係数は 0.83 を示し，

精度が良く一致している．図-1 において見られる程に

はデータのばらつきが顕著でないが，これは電波流速

計データが一分間の時間平均値であること等が考えら

れる． 

４．まとめ 

本研究により得られた知見をまとめる．従来法（浮

子測法）と，新技術（ADCP，電波流速計）それぞれに

より得られた流速データは概ね観測精度が一致してい

る．このことは従来の浮子法においても高い精度で流

速データが得られることを示している．また新技術を

用いた流量観測への移行に当たり，流速データ精度の

連続性に大きな問題はないと考えられる． 

５．今後の課題 

今後はより広い範囲の流速に関して新旧手法の比較

を実施し，より検討データを蓄積していきたい． 
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図-1 浮子と ADCP の比較 
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図-2 浮子と電波流速計の比較 
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